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特集

地球上に生命が誕生して以来、「いのち」はつながってきました。
つながる「いのち」の中で、唯一無二の、かけがえのない「いのち」をかがやかせるために、

光村図書は「道徳」の教科書作りに臨みます。
これからの時代を担う子どもたちの一人一人が、

自分の「いのち」を、自分の存在を、大切に思えること。
自分と同じように生きている他者を、大切に思えること。
みんなでいっしょに、よりよく生きていこうと思えること。

一人一人の、そんなひかりかがやく思いをかなえようとする教科書。
それが『きみが いちばん ひかるとき』です。

令和7年度版 中学校「道徳」

新しい
『きみが いちばん ひかるとき』

をお届けします
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私
の
話
を
聞
い
て
ね

相そ
う

互ご

理
解
、
寛か

ん

容よ
う

　こんにちは。私の名前は、ペイジです。
　私の話を聞いてね。

ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
す
、
ペ
イ
ジ・エ
ド
ワ
ー
ズ
さ
ん
。

彼か
の

女じ
ょ

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
日
々
大
量
に
流
れ
て
い
る
、
個

人
ま
た
は
集
団
を
一
方
的
に
攻こ

う
撃げ

き
し
た
り
批
判
し
た
り
、
お
と
し
め

た
り
す
る
コ
メ
ン
ト
を
見
て
、
心
を
痛
め
て
い
た
。
そ
こ
で
、
自
ら

の
姿
を
公
開
し
、
自
分
の
考
え
を
示
そ
う
と
、
写
真
共
有
サ
イ
ト
に

投と
う

稿こ
う

を
し
た
と
い
う
。
当
時
、
ペ
イ
ジ
さ
ん
は
、
十
七
歳さ

い
だ
っ
た
。

ペ
イ
ジ
さ
ん
の
投と

う
稿こ

う
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
に
も
っ

て
い
る
考
え
の
中
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
、
自
分
の
考
え
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
投と

う
稿こ

う
し
た
ペ
イ
ジ
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
私

た
ち
に
何
か
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）、
世
界
中
で
新＊

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うが

流
行
し
始
め
ま
し
た
。
日
常
生
活
で
は

マ
ス
ク
が
手
放
せ
な
く
な
り
、
人
と
気
軽
に
会
う
こ
と
も
で
き
な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
出
自じ

し
ゅ
く粛、

学
校
の
休
校
措そ

置ち

、
日
に
日
に
厳
し
く
な
る
医い

り
ょ
う療

体
制
。
人
々
が
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
事
態
が

次
々
と
起
こ
る
中
、
感か

ん
染せ

ん
症し

ょ
うに
関
す
る
「
差
別
」
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

左
に
挙
げ
た
の
は
、
こ
の
感か

ん
染せ

ん
症し

ょ
うが

広
が
り
、
し
ば
ら
く
し
た
頃こ

ろ
に
聞
か
れ
た
、
差
別
や
偏へ

ん
見け

ん
の
言
葉
で
す
。

編
集
委
員
会

26

差
別
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
？

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

資料

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うせ

き
や
く
し
ゃ
み
、
会
話
の
と

き
に
排は

い

出し
ゅ
つさ
れ
る
飛
ま
つ
な
ど

で
感か

ん

染せ
ん

し
、
せ
き
や
の
ど
の
痛

み
、
発
熱
な
ど
の
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが

出
る
。

多
く
は
軽け

い
し
ょ
う症

だ
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
重

じ
ゅ
う
し
ょ
う
症
化
す
る
こ
と

も
あ
る
。

●
●
さ
ん
、
感か
ん

染せ
ん

し
た
ん
だ
っ
て
。

ど
う
せ
夜
遊
び
し
て
て
、

感か
ん

染せ
ん

し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

あ
な
た
の
家
族
、
病
院
で

働
い
て
る
ん
だ
よ
ね
。
悪
い
け
ど
、

し
ば
ら
く
出
社
は
控ひ

か

え
て
ほ
し
い
。

「
せ
き
は
ぜ
ん
そ
く
の
せ
い
で
す
。」
っ
て

言
う
け
ど
、
絶
対
コ
ロ
ナ
に

決
ま
っ
て
い
る
。
休
め
ば
い
い
の
に
。

み
ん
な
が
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
い
る
の
に
、

あ
な
た
だ
け
打
た
な
い
な
ん
て
、

協
調
性
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？

5

二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）、
世
界
中
で

マ
ス
ク
が
手
放
せ
な
く
な
り
、
人
と
気
軽
に
会
う
こ
と
も
で
き
な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
出

学
校
の
休
校

次
々
と
起
こ
る
中
、

左
に
挙
げ
た
の
は
、
こ
の

資料
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う
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夜
遊
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て
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、

感か
ん 二

〇
二
〇
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（
令
和
二
年
）、
世
界
中
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マ
ス
ク
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手
放
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な
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な
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気
軽
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会
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で
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続
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ま
し
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。
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こ
る
中
、

左
に
挙
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、
こ
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●
●

ど
う
せ
夜
遊
び
し
て
て
、

感か
ん

127

昼
も
夜
も
、
小
石
の
つ
ぶ
や
き
が
コ
プ
コ
プ
と
聞
こ
え
る
川
。

こ
こ
は
、
私
た
ち
の
岸
辺
。

働
き
な
が
ら
、
母
さ
ん
が
歌
い
、
歌
声
が
川
の
音
と
重
な
る
。

む
こ
う
岸
に
も
、
村
が
あ
る
。

だ
け
ど
、
み
ん
な
が
言
う
。

あ
っ
ち
の
人
た
ち
は
、
私
た
ち
と
違ち

が
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

へ
ん
な
物
を
食
べ
て
い
る
し
、
髪か

み
の
毛
を
と
か
さ
な
い
し
、

な
ま
け
も
の
で
、
騒そ

う
ぞ
う々

し
い
っ
て
。 マ

ル
タ
・
カ
ラ
ス
コ
著
・
絵

宇う

野の

和か
ず

美み

訳

27

む
こ
う
岸
に
は

朗読

国
際
理
解
、
国
際
貢こ

う

献け
ん

5

光村図書が大切にした
二つのこと

一人一人が
かけがえのない
存在 問い続けること。

対話すること。
一人一人は、個性をもった唯一無二の存在。
それでありながら、みんな同じ「人間」でもある。
それぞれの違いに目を向けながらも、
他者を自分と同じ人間として大切にする。
いじめも、差別も、戦争も、
この思いがあれば解決に近づくのではないか。
そんな思いを込めて、教科書を編集しました。

価値観や社会構造の変化、テクノロジーの進歩。
子どもたちが大人になる頃の社会は、今以上に予測できない大きな変化が起こるといわれています。
そんな時代を生き抜くために、そして、よりよい世界をつくるために必要なこととは？
人工知能にはできない、人間どうしだからこそできる、
問い合うことの意味や、話し合うことの価値を見いだせる教科書を目ざしました。

各学年のキャラクターにも個性をもたせました。

朗読

135 134

私
た
ち
の
も
っ
て
い
る

人
権
っ
て
？

人権
持続可能な
社会のために

　あなたを含
ふく

めて、全ての人は人権をもっています。では、「人権とは？」
ときかれたら、あなたは何と答えるでしょう。
　ここでは、人権とは何かを自分の中でイメージできるようにし、その人権
を守るために必要なことを心に留めていきましょう。

　人権を一言で表現すれば、「人間が生まれながらにもっている、人間らしく生きて
いくために必要な条件」ということができます。
　それでは、「人間らしく生きる」とは、どういう生き方なのでしょう。それは、自
らの人生の主人公となって、自分らしさを追求しながら生きることではないでしょう
か。そのためには、何が自分らしい生き方なのかを自由に考え、自由に行動できなく
てはなりません。最低限の教育を無

むしょう
償で受けられたり、衣食住が保障されたりするこ

とも欠かせません。そして、差別や迫
はく
害
がい
を受けることなく、一人の人間として尊重さ

れることが、何よりも重要です。これらが「人間らしく生きていくために必要な条件」
であり、つまり人権なのです。

　人権は、全ての人が、生まれながらに等しくもっています。では、全ての人の人権
を守るためには、何が必要なのでしょうか。
　まず、あなた自身の人権、つまりあなたが人間らしく生きることを大切にしてくだ
さい。そして、あなた自身の人権を大切にするのと同じように、他の人が自分らしく
生きることを尊重してください。自分の人権ばかりを押

お
し通そうとして、他の人の人

権を顧
かえり
みなければ、人権と人権が衝

しょう
突
とつ
してしまいます。

衝
しょう
突
とつ
が起きないようにするには、社会の中で弱い立場にある人々の人権を、より強

く尊重することが求められます。人権と人権がぶつかれば、結局は弱い立場にある人々
の人権が負けてしまいます。これまでも、女性や障害のある人、少数人種や少数民族
に属する人などの人権が、しばしば抑

よく
圧
あつ
されてきました。そういうことがないように、

弱い立場にある人々の人権を優先して考えることが必要です。
　人権を守るために、あなたの身の回りで起こっている出来事を、あなた自身の目で
観察して、考えてみてください。人権が全ての人のものである以上、誰

だれ
かの人権の問

題は、あなたの人権の問題でもあるのですから。

人権を守るために必要なこと

人権って何？

〈みんながもっているすごいもの〉

私
、
最
近
、

と
て
も
か
わ
い
い
猫ね
こ

を

飼
い
始
め
た
ん
だ
。

へ
え
。

い
い
な
あ
。

最
新
の
ゲ
ー
ム
機
も

持
っ
て
い
る
の
！

い
い
で
し
ょ
う
？

そ
れ
は
す
ご
い
！

で
も
さ
、
実
は
、

僕ぼ
く

た
ち
み
ん
な
が

も
っ
て
い
る
、

も
っ
と
す
ご
い
も
の
が

あ
る
ん
だ
よ
。

え
っ
？

何
？

何
？

教
え
て
！

そ
れ
は
ね
、

  

人
権

だ
よ
！
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　それでは、「人間らしく生きる」とは、どういう生き方なのでしょう。それは、自
らの人生の主人公となって、自分らしさを追求しながら生きることではないでしょう
か。そのためには、何が自分らしい生き方なのかを自由に考え、自由に行動できなく
てはなりません。最低限の教育を無

むしょう
償で受けられたり、衣食住が保障されたりするこ

とも欠かせません。そして、差別や迫
はく
害
がい

れることが、何よりも重要です。これらが「人間らしく生きていくために必要な条件」
であり、つまり人権なのです。

　人権は、全ての人が、生まれながらに等しくもっています。では、全ての人の人権
を守るためには、何が必要なのでしょうか。
　まず、あなた自身の人権、つまりあなたが人間らしく生きることを大切にしてくだ
さい。そして、あなた自身の人権を大切にするのと同じように、他の人が自分らしく
生きることを尊重してください。自分の人権ばかりを
権を顧

かえり
みなければ、人権と人権が衝

しょう
突
とつ
してしまいます。

衝
しょう
突
とつ
が起きないようにするには、社会の中で弱い立場にある人々の人権を、より強

く尊重することが求められます。人権と人権がぶつかれば、結局は弱い立場にある人々
の人権が負けてしまいます。これまでも、女性や障害のある人、少数人種や少数民族
に属する人などの人権が、しばしば抑

よく
圧
あつ

弱い立場にある人々の人権を優先して考えることが必要です。
　人権を守るために、あなたの身の回りで起こっている出来事を、あなた自身の目で
観察して、考えてみてください。人権が全ての人のものである以上、
題は、あなたの人権の問題でもあるのですから。

人権を守るために必要なこと
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共
に
生
き
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
と
は
？

次の、「25　
私の話を聞い

てね」、

「26　差別の
根底にあるもの

は？」、

「27　むこう
岸には」を読ん

で、

私たちがもって
いる人権につ

いて、考えて
みよう。

人は、一人の
例外もなく、

自由で、かけ
がえなく尊い

もの。全ての
人が平等に人

権をもってい
ます。

（世界人権宣
言 第1条 より

）

僕ぼ
く

た
ち
は
、

み
ん
な
人
権
を

も
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

え
っ
。

人
権
っ
て
、何
か
な
。

資料

55 54

田
口
さ
ん
、
三
島
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
信
悟
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
、
そ
し
て
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
。

●

よ
り
よ
い
集
団
と
し
て
活
動
し
て
い
く
た
め
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
せ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
沿
っ
て
、
考
え
よ
う
。

●

話
し
合
っ
た
こ
と
や
、考
え
た
解
決
策
を
も
と
に
、よ
り
よ
い
集
団
の
一
員
と
し
て
、ど
の
よ
う
な
考
え
が
大
切
か
、考
え
よ
う
。

❶❶  

信
悟
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
現
状
を
確か

く

認に
ん

す
る
。

（
51
・
52
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
考
え
よ
う
。）

・
リ
ー
ダ
ー（
信
悟
）と
フ
ォ
ロ
ワ
ー（
上
田
、
杉
山
、
西
口
、
林
）の

そ
れ
ぞ
れ
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
か
。

❸❸  

リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
理
想
像
を
導
き
出
す
。

（
❷❷
で
考
え
た
こ
と
や
、
53
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で

　
　気
づ
い
た
こ
と
を
も
と
に
考
え
よ
う
。）

・
ど
ん
な
リ
ー
ダ
ー
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
る
と

集
団
で
の
活
動
が
う
ま
く
い
く
の
か
。

 現状を
明らかにする

あるべき姿を
洗い出す理想像を導き出す

❷❷  

❶❶
で
洗
い
出
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
リ
ー
ダ
ー
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
し
て
、

ど
ん
な
行
動
が
取
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
を
考
え
る
。

・
信
悟
の
グ
ル
ー
プ
の
み
ん
な
が
、
気
持
ち
よ
く
展
示
物
を

制
作
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
は
、
ど
う
す
れ
ば

よ
か
っ
た
の
か
。

特

自
分
の
周
り
に
い
る
、い
い
な
と
思
う

リ
ー
ダ
ー
や
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
人
を

思
い
浮う

か
べ
て
み
よ
う
。

導
き
出
し
た
理
想
像
に
近
づ
く
た
め
に
、

ま
ず
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
意
識
し
よ
う
と
思
う
？

信
悟
さ
ん
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

た
だ
指
示
を
出
せ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
問
題
だ
よ
ね
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
…
…
。

林
さ
ん
と
西
口
さ
ん
の
気
持
ち
は
、

僕
に
も
似
た
経
験
が
あ
る
か
ら

わ
か
る
な
。
き
っ
と
…
…
。

理
想
の
リ
ー
ダ
ー
像

理
想
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
像
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田
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、
三
島
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そ
し
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、
フ
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の
役
割
に
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。
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動
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く
た
め
に
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と
フ
ォ
ロ
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、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な
役
割
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果
た
せ
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よ
い
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だ
ろ
う
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の
ス
テ
ッ
プ
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沿
っ
て
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え
よ
う
。

信
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の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
現
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く

認に
ん

す
る
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ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
考
え
よ
う
。）

リ
ー
ダ
ー（
信
悟
）と
フ
ォ
ロ
ワ
ー（
上
田
、
杉
山
、
西
口
、
林
）の

そ
れ
ぞ
れ
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
か
。

林
さ
ん
と
西
口
さ
ん
の
気
持
ち
は
、

僕
に
も
似
た
経
験
が
あ
る
か
ら

わ
か
る
な
。
き
っ
と
…
…
。

15

自
分
に

問
う

道
徳
で

大
切
に

し
た
い
こ
と

●

自
分
は
、
ど
う
し
て

そ
う
考
え
る
の
か
。

●

自
分
な
ら
、ど
う
す
る
か
。

●

こ
れ
ま
で
の
自
分
は
、

ど
う
だ
っ
た
か
。

僕ぼ
く

だ
っ
た
ら
…
…
。

生
き
方
を

問
う

友
達
と

問
い
合
う

●

友
達
は
、
ど
う
し
て

そ
う
考
え
る
の
か
。

●

自
分
と
友
達
の
考
え
は

何
が
同
じ
で
、
何
が
違ち

がう
の
か
。

●

友
達
と
意
見
が
対
立
し
た
と
き
、

ど
う
受
け
止
め
る
か
。

●

今
日
考
え
た
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
に

ど
う
関
わ
る
の
か
。

●

自
分
に
は
、
何
が
で
き
る
か
。

●

わ
か
っ
て
い
て
も
難
し
い
の
は
、

な
ぜ
か
。

●

共
に
生
き
る
た
め
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

も
っ
と
詳く

わし
く

聞
か
せ
て
。

1年 ユニット「共に生きるために大切なこととは？」p.117-135

1年「11 みんなで成功させよう」てびき p.54-55

2年「道徳で大切にしたいこと」p.15


